
北陸病害虫研究会報－78－ 第14号

ジャガイモ粉状そう力蜻の防除について

梅原吉広

（石川県農業試験場）

の結果ほ第1表，および第1図のとおりで，年次によっ

て発生状況が異なり多発した。’63,65年は塊茎形成時期

にあたる5月に降水里が多く，最低気温，･平均気温とも

に低かったが，本病の発生は肥大した塊茎ほど多く，大

いもの発病率は屑いもの2倍以上であった。

罹病塊茎の貯蔵中における変化1964年7月4日お

よび'65年6月25日に，それぞれ掘取り罹病塊茎と健全

に分け，ダンポール箱に入れ乾燥状態で室内貯蔵し，

1965年の4月17日と同11月28日にそれぞれ取り出し腐敗

および塊茎の変化を調べた。その結果は第2表のとおり

である。これによると，罹病塊茎は貯蔵中にかなり腐敗

し，生存しているものも第2図のように気生塊茎を多数

つくることが観察された。

Iはじめに

本病の防除法については1961年以来防除薬剤の検討を

行ないつつあり,PCNB粉剤の使用法と薬害について既
】）

に報告したが，さらにその後,PCNB水和剤の効果およ

び薬害軽減について検討を加えるとともに，耕種的防除

法に関連する本病の発生条件について結果を得たので併

せて報告する。

本文に入るに先だち御指導を受けた当場作物防疫科川

瀬英爾科長，同科田村実技師，現地試験に御協力を得た

松任農改林勇雄技師に対しここに特記して謝意を表す

る。

Ⅱ試験方法及び結果

圃場における発病実態松任町倉部において1963～

'65の3ケ年間同一地で1区を6.6rn2以上とする区を2

連制として設け，品種男しゃく（以下供試品種は同じ）

を3月下旬に植付け，6月下旬に掘坂って調査した。そ

第 1 表発病の年次変動

第2表貯蔵中の変化
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土壌条件と伝染方法〔地下水位と発病消長〕地

下水位を15cnl)28cmに調節したワグネルポットに前年

多発した砂土を入れ,ポット当りN2.69,P2062.69,K20

39の肥料を施し，催芽塊茎を1ポット3本殖とし,1
区を2ポットとした。捕付は4月中旬であったが，その
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させ，生育した6個体を2ポットに分植した。結果は第

7表のとおりである。これによると，罹病塊茎にわずか

な発病を認められただけで，地上茎や気生塊茎には発病

後は時期別に掘坂って発病塊茎を調べた。その結果は第
3表のとおりである。これによると，地下水28cm区は

発病しなかったが15cmは6月7日に発病を認め，それ

以後は増加した。また15cmは皮目の発達の著るしいこ

とが観察された。

を認められなかった。
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第5表隣接株への移動
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狸度｜岡狂散｜発病率〔土壌PH及び有機質〕病土に石灰およびコンポス

ト（有機質）を加え，土壌PHの調節，地力増強と発病

の関係を調べた。ポット当り石灰100g,200gを加える

とPHは高くなるが防除効果は若干認められるにすぎな

い。むしろコンポスト700gを加えるほうが発病は少な

い。この場合も前試験と同様に地下水位が発病を左右す

る結果となった。
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〔病原菌の移動〕第3図に示すように，ポットの中

央にビニール網をはり健全と罹病の塊茎をそれぞれ網の

反対側に約10cm離して植付け，新らしく形成した塊茎
の発病状況を調べた。結果は第5表の通りである。罹病
株の塊茎は12％の発病であるが，隣接の健全株は，わず
かに発病を認めたにすぎず，これからみると病原菌の移
動範囲は比較的せまいようである。また，被害程度多の
罹病塊茎を細く砕きポット当り100屑を混入し健全塊茎

を植え，砂土および中壊土を用いて1区2ポットとして

試験した結果は第6表のとおりである。これによると，

被害いもが混入すると発病は多くなり砂土より中壌土の

方が多発病の結果となった。さらに，罹病塊茎上にでき

た地上鑿，地上茎の上にできた気生塊茎を植え，次代の

塊茎の発病状況を調べ，気生塊茎は，砂土に植えて発芽

PCNB水和剤による防除法〔薬剤の処理時期〕

松任町倉部現地圃場において1区6.6mgの区を2連制

として設け910a当りN15kg,PgO515kg,K2016kgの

肥料を施用し，3月25日に催芽塊茎を植込み，6月23日

に掘取って調交した。処理は植付前である3月19日，謡

第8表PCNBの処理時期と効果
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蕾期にあたる5月25日に行ない，それぞれ50％水和剤

1000倍液を株当り500cc及び1000ccとした。結果は第

8表の通りで植付前処理は着蕾期処理より効果が高く

500ccと1000ccでは500ccが有効な結果となった。

〔処理薬量〕試験場所および栽培条件とも前試験と

同じであるが，株当り成分量は0.5,0.33,0.25,0.1659

として500～1000ccに稀釈し，植付前に処理した。その

結果は第9表のとおりで，無処理に比較して，防除効果

は認められるが0･339以下の効果は劣った。

直径12cm鉢に潅注し，その後塊茎の芽の部分を5×5

x5rnmに切取って植込み91ケ月後に掘坂って草丈，

生体重を測定したところ第5図のような結果を得た。こ

れによると，草丈，生体重とも稀釈倍数500倍以下の高

濃度は影響を多くうけ低下がはげしく表われた，
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り成分量を増加しても，生体重への影蒋は少なかった。

砂土の場合は500倍液で無処理よりも55％の低下を示し

たが，それより濃度を上げると急激に低下する。しか

し，コンポストを加えると50倍液においても87％程度の

減少にとどまった。
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無処理区に比較して多く0.25g90.13g区はいずれも20

％以上も標準区を上まわる結果となった。幼植物への影

響をみるため，水和剤（50％）の各所定膿度液400ccを
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第6図PCNB水和剤処理と有機質加用との関係

Ⅲ考察
13）

本病の完全防除は困難であるが,PCNB剤は他の土
壌殺菌剤に比較して効果が高く，粉剤は株当り成分趣を
0.25～0.5gとして深さ10cm,直径10～15cm範囲内の

土壌に混和すると効果は高いが，しかし幼植物への悪影7)･'1)・

響が認められる。PCNB水和剤は株当り成分且0･5g
前後を500ccの水で植付前に潅注する方が有効である。
着蕾期処理は植付前処理に比べると効果が劣り，粉剤の

場合と同様に総いも数の減少をみるが，しかし'1109
以上の大きい塊茎数は無処理よりも増加する傾向がある

ので着蕾期の処理でも，いもの肥大には影瀞しないもの

と思われる。PCNB剤の薬害についてはすでに検討さ
4)･5〕･7)･】】）

れているが，幼植物に対しては，土壌に有機質として．
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ンポストを加えるとPCNB剤の悪影審は軽減される。

発病は同一圃場でも年により変動が大きく塊茎の形成

時期にあたる5月の多雨や，低温が発病を多くするよう

である。これは本病の発生が16｡C前後で多湿の時に多
1.〉2）

いといわれていることとほぼ一致する。地下水位からみ

ると,28cnlでは発病を認めないが15cmになると発病

し，病徴の現われる時期はかなり早く，病原菌の侵入

は早期に行なわれるものと思われる。また,地下水位
15cInでは特に皮目の発達が箸るしいことを観察した。

皮目と病原菌の侵入とは密接な関係があ;》一致する結果
とみてよい。土壌に石灰を加えるよりもコンポストを多
量に加える方が発病は少なくなる。本病の伝染は主とし

て罹病塊茎の植込によるものと考えられるが，罹病塊茎
上にできた幼植物および気生塊茎は伝染に関与しないよ
うである。土壌中での病原菌の移動は少ないようであ

こ。すなわち罹病株に隣接した株の発病は比較的少ない
るとから，移動範囲は比較的狭いものと考えられるので
掘残した罹病塊茎および腐敗残置が土壌中にあって伝染
に関与するものと考えられる。罹病塊茎は貯蔵中に腐敗
しやすくなりまた風，虫害をうけると形成される気生塊
6）

茎を作ることもある。

Ⅳ摘要

1本報告はジャガイモ粉状そうか病の発生条件およ
u<PCNB水和剤の防除効果について検討した結果であ

る。

2発病の年次により変動するが塊茎の形成時にあた

る5月の多雨，低温は多発の原因となり特に大いもの罹

病が増加する。

3罹病塊茎の室内貯蔵（乾燥）は，健全塊茎より腐

敗が多く気生塊茎を作ることもある。

4地下水位が高いと皮目の発達が著るしく，発病も

多い。病原菌の移動範囲は比較的せまく，地上茎，気生

塊茎は伝染源でなく罹病塊茎および掘残し等の罹病植物

が伝染源の主なものであろう。

5発病土に石灰を加えると発病はやや少なくなるが

コンポスト（有機質）を加えるとさらに有効である。

6PCNB水和剤は株当り成分量0.33g以上,500cc

潅注が有効である。植付前処理は着蕾期よりも有効であ

る。

7PCNB水和剤の植物体への影響は，草丈，塊茎

数に多いが肥大には認められない。幼植物に対しては

500倍以下(50%水和剤）の高濃度は影響が多いようで
ある。薬害軽減にはコンポストを多堂に加えるとよい。
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タ マ ネ ギ の 貯 蔵 中 の腐敗について

第1報菌の鱗茎への侵入と発病

田端信一郎・田部真

（僧州大学農学部）

貯蔵中のタマネギの腐敗病は種埼の糸状菌および細菌γ狸加,F・加o7ziZjyb『meを示しF・soJQ7Ejが貯蔵中の
によって起り大きな被害をあたえている。病原糸状菌類タマネギを腐敗させることを報告した。病原細菌では2)･3〕

のなかで'亜要な菌ばBo"yrissppで逸見等は病原菌のEγ”戒ααroi"",E・CarO""Orαが主要なものでそれ

形態発育病徴などから，灰色腐敗病(B、α"i),菌糸性ぞれターマネギの軟腐を生じる。
腐敗〃jB.6yssoidどα，小菌核性腐敗病B.s9狸α郡“α， 長野県地方で般近貯蔵タマネギの腐敗発生が多くな

薗核性腐敗病Bo"･y"sspを示し，なかでもB・“〃にり,1964年産の貯蔵タマネギを調べたところ細菌による
よる灰色腐敗柄が腐敗の大部分を占めていることを報告腐敗は少なくBo"ytisおよびFzJsar""zによる腐敗
した。貯蔵タマネギに病原性を示すF恋α惨虎4"zsppにが多数見出されたので，これらの菌による腐敗について

1）

ついて，最近EI-Helaly等:まF.soc72i,F・ozys"oー得られた若干の実験結果の要旨を報告する。
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